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1850 3,180 5,000 1,241
1857 1,106 5,000 3,599
1863 650 3,508 2,736 777
1870 1,019 3,101 2,331 410
1871-75 658 3,171 3,941 691
1876-80 510 1,922 4,175 1,033
1881-85 631 2,766 3,342 1,360
1886-90 692 3,427 4,035 2,056
1890-95 747 3,686 5,403 3,006
1896-1900 650 4,865 6,529 3,459
1901-1905 591 5,262 6,355 4,865
1906-1910 583 5,654 7,191 7,448





























糸の輸入量が慶長 17（1612）年に 34 万斤7、寛永 11（1634）年 40 万斤余（このうち 15 万
斤が朱印船、2 万斤がポルトガル船による）であり、慶長・寛永期は年間約 30－40 万斤の








るとして、ここでは近世の間に約 100 点の養蚕技術書が書かれ、そのうち 4 点の蚕書9が近
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まず、蚕糸業についてみると、蚕糸業に関する代表的な著書が明治 30 年前後と昭和 10
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まず、表 2 と表 3 に、寛永・正保期の絹織物価格と輸入量の推移を示す。 
 
品目 紗綾 縮緬 綸子 繻子 金羅紗
銘柄 白 白 白 黒 －
寛永13 4.3 4.2 6.5 11.0 20.9
14 2.3 2.4 4.3 9.8 10.5
15 3.8 3.5 5.6 10.9 24.8
17 2.6～2.72.1～2.23.6～3.9
19 3.7 3.0 4.5
20 3.7 3.0 6.0
正保元 3.2～3.54.0～4.5 4.2
注）１．1テール＝10マース（銀10匁）













   







18 － 176,799 22,636
19 － 120,161 23,274
20 － 208,018 20,196
正保元 － 260,861 94,500
（ 反 ）
　 表 3   寛 永 ・ 正 保 期 の 絹 織 物 の 輸 入 量
出典：
③ 寛 永 1 6 年 以 降 の 中 国 船 は 永 積 編 　 前 掲 書 所 収 「 唐 船
輸入品年度別目録」。
④ 寛 永 1 8 年 以 降 の ポ ル ト ガ ル 船 は 村 上 直 次 郎 訳 『 長 崎
オランダ商館の日記』による。
① 寛 永 1 2 年 の ポ ル ト ガ ル 船 は 山 脇 悌 二 郎 「 近 世 の 対 外
関係」体系日本史叢書5『対外関係史』125頁。
② 寛 永 1 3 － 1 5 年 は 永 積 訳 前 掲 書
   
 
寛永 13－15（1636－38）年の 3 年間は、50 万反、55.7 万反、40.5 万反と大量輸入が続
いた結果、価格は下落した。特に寛永 14（1637）年には、繻珍（金羅紗）は半値、紗綾・
縮緬・綸子も 2/3 から半値近くまで急落した。翌年にはやや回復し、紗綾など 3 品目は同



















 次に、寛永 16（1639）年以降の品目別推移を示すと、表 4 のようになる。羽二重は明暦










寛永16 慶安元 明暦3 延宝8 正徳元 元文3 宝暦4 明和5 安永9 寛永18 寛文12 正徳元 貞享元 元禄7 宝永元
￤ ￤ ￤ ￤ ￤ ￤ ￤ ￤ ￤ ￤ ￤ ￤ ￤ ￤
正保3 明暦2 寛文5 天和3 正徳2 宝暦3 明和4 安永7 寛政4 正保元 正徳2 元禄6 同16 同7
8年平均 〃 〃 3年〃 2年〃 14年〃 12年〃 11年〃 〃 4年〃 2年〃 10年〃 〃 7年〃
紗 綾 418 210 492 325 894 96 111 69 73 106 － － 239 78 20
縮 緬 276 98 170 221 572 206 134 180 77 20 － 1 131 33 －
綸 子 629 538 336 136 102 71 8 7 14 48 19 2 4 14 －
羽 二 重 58 46 3 － － － － － － － － － － － －
緞 子 ・ 繻
子
164 12 15 19 99 35 16 7 11 33 － 5 － － －
絽 ・ 紗 5 3 4 8 49 23 18 3 5 5 － － 　－ － －
ビ ロ ー ド 42 8 12 3 2 1 2 1 3 6 － － － － －
茶 宇 16 23 16 － 16 － － － 1 6 － － － － －
そ の 他 24 30 13 65 28 7 12 11 20 178 129 53 1 － 1





                                表4 　　中国・オランダ船・日朝貿易の絹織物輸入量推移（100反）
 
                                                   

































                                                   
43古島敏雄『体系日本史叢書 12 産業史Ⅲ』山川出版社、1966 年、p291 
44斎藤隆三『近世日本世相史』博文館、1925 年、p389 








これによれば、慶長 17（1612）年生糸が 34 万斤、寛永 11（1634）年 40 万斤余（このうち







産生糸の輸入は大幅に制限された。表 5 からもわかるように、17 世紀末に、金銀流出を理
由に生糸・絹布の輸入が制限され、輸入量が減少していくことを確認できる。具体的に、
元禄期（1688-1703）になると前期の 1/4 に減少し、10 万斤未満となり、更に宝永期
（1704-1710）には元禄期の 1/2 に減少し 5 万斤未満となり、正徳 5 年（1715）年、貿易制
限令が出されてからは著しい減少を辿る。 
 
年代 唐船 オランダ船 計
*斤 斤 斤
慶 長 17 200,000 140,000 340,000
**
寛 永 11 170,000 64,000 404,000
同 18 127,175
慶 安 3 185,586
元 禄 1 40,520 58,490 99,010
同 10 45,671 52,597 98,268
宝 永 6 40,800 8,517 49,317
正 徳 2 10,122 3,481 13,603
同 4 50,276
享 保 4 7,691 0 7,691
同 17 23,500 0 23,500
元 文 3 4,499 6,949 11,448






























































図 3 蚕糸業生産工程 
 







































後は細かく刻んだ桑葉を 1 日 3、4 回与え、そして、このようにして飼育される蚕児が、孵






















                                                   
52日本学士院『明治前日本産業技術史』日本学術振興会、1960、p70 













































































































































     
                                                   
60拙稿・烏蘭其其格「日本蚕糸業における国産化への道程―徳川中期～幕末時において」『星




第 1 期（17 世紀末～18 世紀中頃）では、「大林丸」（別名を「金丸」）などの大振りの品
種が主流であった。『信濃蚕業沿革資料』 61では寛文年間に小県郡塩尻村藤本善右衛門は、
























                                                   
61高島諒多『信濃蚕業沿革資料』（『明治前期産業発達史資料, 別冊(55)1』）明治文献資料刊













第 3 期（19 世紀初～末期）では、再び大振りの品種が主流となる。まず、糸量の変化を
見ると、宝暦から享和期にかけて 1 個の繭から取れる糸量は小刻みな増減を見せていたが
大きな開きは見られず、平均 145 ㎎であった。それに対し、文化期には 183 ㎎、文政期に












また、表 7 から寛政－天保期（1789－1843 年）の染色技術の伝播件数は 19 件で、全体
の 4 割強を占めていることがわかる。さらにこの時期に型染の分野が達成され、高級染色
の鹿の子絞り、友禅染などが、型鹿の子、型友禅によって大衆化されたのである 70。 
時期 件数 時期 件数 時期 件数
天正 2 享保 3 文政 5
慶長 4 元文 1 天保 3
元和 2 延享 1 嘉永 1
寛永 1 安永 3 安政 2
寛文 1 天明 1 文久 1
延宝 1 寛政 5 元治 1









                                                   
68永原慶二・角山幸洋『講座・日本技術の社会史、第三巻 紡織』、日本評論社、1983 年、p122 
69日本学士院前掲書、p64 




































                                                   
71清川雪彦『日本の経済発展と技術普及』東洋経済新報社、1995 年、p50 
72群馬県史編纂委員会『群馬県史・通史編 5―近世 2（産業・交通）』群馬県、1991、pp191-192  












を表 8 で確認しておこう。 
年次 両-分 年次 両-分 年次 両-分 年次 両-分
享保5 3-2 寛保2 3-2 明和1 7-2 文政4 5
6 4 3 不詳 2 6-2 5 12
7 6 延享1 不詳 3 4-2 6 10
8 6-3 2 4-2 4 13 7 11
9 6-2 3 不詳 5 5 8 9-2
10 6-2 4 7 6 5 9 11-2
11 7 寛延1 不詳 7 9 10 4-3
12 7-1 2 10 8 4 11 4-2
13 5 3 10-2 安永1 2 12 不詳
14 4 宝暦1 6-2 2 9 天保１ 10
15 3-2 2 8-2 3 4 2 13
16 2-2 3 3 4 7 3 13-2 
17 不詳 4 12-2 5 12 4 13
18 2-2 5 3 6 17 5 7-2
19 3 6 12-2 7 12 6 9
20 2-1 7 6 8 16 7 12-2
元文1 2-2 8 10-2 9 7 8 12
2 4 9 8 天明1 16 9 12-2
3 4-2 10 6 2 14 10 13
4 5-1 11 3-2 文政1 7 11 13
5 不詳 12 5 2 12-2 12 35













                                                   





























                                                   
75ただし「奥州種」（本場種）の価格は商品価値そのものだけでなく冥加金を上乗せする形で
決定されるため、信州種と比べて高い水準であった。  
76工藤・木村・根岸「近世の養蚕・製糸業」『講座日本技術の社会史』第 3 巻、日本評論社、 
1983 年、pp122-123  
77慶応 1 年（1865）に幕府がフランス皇帝に贈呈した 15,000 枚の蚕種だけで、50 に登る名称 






























硬軟 縷 揃 色 光沢 その他
益田郡
馬瀬 中ヲ得 細 ヨシ 潔白 甚美 上品
荻原 ″ ″ ″ ″ ″ ″
古関 ″ ″ ″ ″ ″ ″
西上田 ″ ″ ″ ″ ″ ″
下呂 ″ 中間 アリ 少シ粗 中品
少ヶ野 ″ ″ ″ 粗 下品
大野郡
高山 中ヲ得 中間 ヨシ アリ 上品
白川 ″ 太 ″ 中品
吉城郡
古川 中ヲ得 太 アリ 中品











                                                   
82清川雪彦「蚕品種の改良と普及伝播」『国連大学研究報告』219、1980 年、p31 
83佐々木潤之介『技術の社会史 第 2 巻』有斐閣、1983 年、p114 
84根岸秀行「近世における生糸品質と蚕種選択―飛騨国益田郡の事例より」『商学研究科紀要』






















宮田村 33 123 越中八尾77.2％、信州16.3％ 29（25） 3.73
大ヶ洞村 24 93 ″　″  77.4％、同井波16.1％ 23（19） 3.88
奥田洞村 23 82 ″　″  80.5％、同井波19.5％ 14（12） 3.57
中呂村 29 121 ″　″  81.0％、同井波5.0％ 17（７） 4.17
吉城郡
古川町方村 152 170 越中八尾41.8％、飛騨古川27.1％、越中富山11.8％ 54（26） 1.12












②生糸品質と絹織物   
一般に生産物が商品として流通するためには、それが市場から要求される様々な性質即
ち使用価値（品質）を備えていることが前提となる。では近世における生糸 88の消費先は、
                                                   







































                                                   
89児玉幸多「身分と家族」旧『岩波講座 日本歴史（近世 2）』1963 年、p250 
90岡野和子「近世庶民衣料の一考察」『東京家政学院大学紀要』5-7 号、1965-7 年、参照 
91三瓶孝子『日本機業史』雄山閣、1961 年、p24 
92根岸秀行「近世における生糸生産の規定要因について―絹織物と生糸品質―」『商学研究科






















































































































                                                   




























































































すなわち生産量の増加という時代の要求にかなった発展傾向が見られる。   





















































ある。これは非常に緻密な作業で、１日に 3 升位しか繰糸できないのである 101。  
さらに、西陣使用生糸についても若干触れておこう。 
但馬 同村岡 近江 美濃　代 飛騨益田 同高山 信濃飯田 甲斐 秋田・盛岡 陸前仙台 岩代福島 同二本松
中 上 上・中・下 上・下 上・中・下 上・中 上 中 定メカタシ 上 上 上
真田織 △ △○ △ △ 4 1
絹上布・明石織 △ △○ 2 1
縞及平縮緬 △ △ ○ △ △○ 4 2
精好・開衣織 △○ 1 1
練絹 △ △ △○ 3 1
生絹・精好 △ △ △○ 3 1
羽二重・画絹 △○ △○ 2 2
ビロード ○ ○ ○ △○ △ 2 4
琥珀織・仙台平 △ △ △○ 3 1
博多織 ○ △○ 1 2
△○ △○ ○ 2 3
綾・紗・絽・唐織 △ ○ △ △○ 3 2
絖・綸子 △ △○ △ 3 1
繻子 △ △ ○ ○ △ △○ △○ 6 3
錦・錦襽・緞子 △○ △ △○ 3 2
大和綿 △ △ △○ △ ○ 4 2
緯糸供給織物 6 5 6 4 12 4 0 2 0 1 4 2
















101庄司吉之助著『近世養蚕業発達史』 御茶の水書房、1978 、p33 
39 
 
多くの「産地」から供給を受けている繻子でも 6 地域からにすぎず、大半の織物は 2～4
の「産地」に依存している。さらに経糸用原料糸については、ほとんどの織物がわずか 1
～2 の「産地」に頼っているのである。逆に「産地」の側からみても「益田」を例外とし


















真綿 絹糸 真綿 絹糸
　　1貫目ニ付　　1貫目ニ付 　　1貫目ニ付　　1貫目ニ付
 　　両 　両  　　両 　両
元禄9-13  2.019 ― 享保11-15 1.930 3.238
元禄14-宝永2 1.966 3.908 享保16-20 1.810 2.998
宝永3-7 1.913 3.467 元文1-5 2.097 3.709
正徳1-5 2.179 4.872 寛保１-延享2　 2.190 3.230
享保1-5 2.587 4.535 延享3-寛延3 1.949 3.148
享保6-10 2.374 4.849


















元禄 9－同 13    4.078          －－  105             －－
同 14－宝永2    3.932          8.245  102             121
同 3－同 7    4.459          7.774   99     総平均  107　　 総平均
正徳 1－同 5    3.991          8.608  113     価格両  150　 　価格両 
享保 1－同 5    3.608          6.451  134      2.084  140　　 　4.075
同 6－同 10    3.597          7.347  123     （100） 150　　（100）
同 11 － 同 15    4.251          7.132  100     　　　　100　　　　　
同 16 － 同 20    3.620          5.996　　　　-  94      同上    93　　　　同上
元文 1－同 5    4.315          7.632  109      1.995  114　　 　3.265
寛保1－延享2    5.516          6.284  113      （96） 100　　　（80）














つぎに右欄に注目してみよう。両商品価格の享保 11-15 年（1726-30 年）を 100 とする
指数を見よう｡ここでも先に述べたように真綿のほぼ横ばいの状況に対して、絹糸の低下傾
向は明らかである｡さらに簡単化すると、元禄 14-享保 10 年（乾字金通用期間を含む正徳





                                                   










年代 飯坂 川呉 大石 塚野目 福島 年代 飯坂 川呉 大石 塚野目 福島
宝暦7 4.146 12 4.292
明和4 4.521 天保1 4.444
8 4.244 2 5.570 4.919
安永1 3.719 3 4.545 4.611 4.529
2 4.032 4 4.556 4.377
3 3.460 5 3.846 4.167 3.929
6 4.000 6 4.651 4.796 4.677
天明1 5.882 7 4.878 5.035 4.875
3 4.167 8 4.396 4.882
5 4.762 9 5.000 5.000 5.143
寛政4 5.714 10 5.556 6.083 5.501
5 4.348 11 6.555 6.250 5.865
6 4.348 12 6.667 5.677 6.349
文化4 4.255 13 3.704 3.390
5 4.255 14 5.876 3.890 3.846
6 4.651 弘化1 4.494 4.572 4.878
8 5.128 2 5.375 5.349
9 4.819 3 5.807 5.809 5.714
11 4.040 4 5.572 5.462
13 5.556 嘉永1 5.866
14 4.348 2 6.039
文政1 4.237 3 4.429 4.509
2 4.348 4 4.893
3 4.444 5 6.057 5.882
4 4.386 6 6.312 6.061
6 4.444 安政1 4.931 4.706
7 4.348 2 5.064 4.878
8 4.082 3 4.089
9 4.255 4 4.963
10 4.819 5 4.819





















天明1－寛政6 4.870 106 1.761 154 2.765
文 化 4 － 同
11
4.525 99 1.276 112 3.546
同13－文政3 4.587 100 1.141 100 4.020
同 4－同 8 4.315 94 1.400 123 3.082
同 9－天保1 4.451 97 1.309 115 3.400
同 2－同 6 4.610 101 1.925 169 2.395
同 7 － 同
11
5.450 119 2.485 218 2.193
同12－弘化2 4.823 105 1.236 108 3.902
同 3－嘉永3 5.543 121 1.366 120 4.058
同 4－安政2 5.451 119 1.419 124 3.841
同 3－同 6 5.142 112 1.882 165 2.732
                      表17 　信達地方の糸価と米価の比較
出所：山崎隆三『近世物価史研究』塙書房、1983年
 
③ 文政－安政期（1818－1859 年）の都市の生糸価格－京都・前橋を例に 
京都 前橋 京都 前橋 京都 前橋
1貫目ニ付 1貫目ニ付 1貫目ニ付 1貫目ニ付 1貫目ニ付 1貫目ニ付
両 両 両 両 両 両
文政１ 5.611 ― 天保6 5.778 5.644 嘉永4 ― 5.000
2 5.486 ― 7 6.028 5.844 5 ― 6.889
3 5.542 ― 8 5.903 5.411 6 ― 5.556
4 5.667 ― 9 6.306 6.056 安政1 ― 6.056
5 5.313 ― 10 7.778 6.056 2 ― 5.400
6 5.826 ― 11 ― 7.689 3 ― 5.389
7 5.875 ― 12 6.528 6.056 4 ― 5.867
8 5.660 ― 13 ― 3.567 5 ― 6.667
9 6.069 ― 14 ― 6.056 6 ― 8.333
10 5.778 ― 弘化１ ― 5.400 万延１ ― 13.333
11 5.986 ― 2 ― 6.444 文久1 ― 17.978
天保１ 5.986 5.256 3 ― 6.889 2 ― 11.755
2 5.917 5.133 4 ― 6.889 3 ― 17.978
3 5.649 5.000 嘉永１ 7.222 6.444 元治１ ― 15.500
4 5.486 4.444 2 7.333 6.889 慶応１ ― 23.522







表 18 は文政－安政期における京都・前橋 103の生糸価格である。まず、京都の場合は文政








時期 指数 時期 指数 時期 指数
文政１ 132 天保１ 135 天保13 ―
2 126 2 120 14 ―
3 125 3 123 弘化1 ―
4 129 4 120 2 ―
6 131 5 125 3 ―
7 135 6 120 4 ―
8 139 7 120 嘉永１ 123
9 143 8 121 2 121
10 120 9 126 3 ―
11 135 10 128 4 ―
12 ― 12 98 5 ―















                                                   
103前橋糸は輸出生糸の中でも優良糸で、且つ、交通の便宜その他の関係から、その糸価は他
の糸価より高価であったと言われている。（石井寛治『日本蚕糸業史分析』東京大学出版会、
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図6 　　　座繰技術の展開状況


















































































































































































                                                   





























天文年間(1532－55 年)に大舎人座中 31 軒で出発した西陣は、元亀 2（1571）年には西















糸が唐船によって舶載され、幕府は銀 5,500 貫で 2,724 丸（１丸＝50 斤）を購入した。こ
のうち 1,363 丸を長崎の出島蔵に、1,361 丸を大阪城に貯蔵したが、秋になって糸価が騰
貴したので、長崎貯蔵分を元値段で諸国商人に放出した。このとき、京都商人 64 人は 117
丸を購入している。次いで明暦 2（1656）年に再び糸価高値になったため、大阪貯蔵分を
元値で呉服師・京都織屋に売り渡した。また、西陣織屋は長崎での直買いも認められた。





年の米価高騰時には銀 4,000 貫、元禄 9（1696）、同 12（1699）年にはそれぞれ 3,000 石が

















まず、綸子は寛永 13-15（1636-38）年は 3.2－6.8 万反（輸入量に占める比率 6.4－14.7%）
であったが、正保元（1644）年には最高の 10.5 万反に上った。明暦 2（1656）年までの期






 紗綾は 17 世紀末期頃までは、綸子に次いで好まれた織物で、小袖地としての評価も縮緬
より高かった。輸入量は、寛永中期の 3 年間は毎年 25 万反に達し、その時期には最も需要
が多かったが、寛永末期から正保期にかけて、4.2 万反へと激減する。しかし、明暦 3 年
から天和期にかけてはやや回復し、輸入量は綸子を上回り、この時期の第一位を占めるに
至った。17 世紀末期、18 世紀初期の状況は不明だが、貞享・元禄期の日朝貿易に占める紗
綾の比率が 62－64％と高かったことや、正徳元、2 年の平均で 8.9 万反（全量の 51％弱）
を輸入していることから、この頃の紗綾の重要性が伺われる。しかし、元文期以降の減少
は著しい。これは、桐生の生産開始（18 世紀中期には 10 万反）と、紗綾に対する嗜好の
変化が大きく影響したものであろう。 




内生産の 3 点から捕らえてみると、輸入は概ね 1-2 万反程度で推移した。元禄期の絹織物













 宝永 3（1706）年には鶴亀松竹梅の 5 組の私的仲間が組織されていたが、撰糸仲買仲間
の成立は延宝期頃であるから、織屋仲間もその頃に成立していたであろう。この 5 組に紗・




















ろ、柏屋も寛永期、富山（大黒屋）は寛文 4（1664）年、白木屋は同 8 年、越後屋京本店
は延宝元年、蛭子屋は元禄期以前となっている。これら仕入店では、西陣・輸入織物や、






























































　　　織機機構 　　　労働力 織物規格 糸目 生糸目製織
木機 伏機 踏竹 織手 空引手伝 (長さ×幅） 日数
金襴 10 10 15 1 1 1 5丈×2.3尺 650 680 27
繻珍 10 10 10 1 1 2 5丈×2.3尺 500 713 14
唐織 6 6 6 1 1 － 4.1丈×1.5尺 450 516 25 柄によっては70日
縮緬 　二枚機 2 － － － 4丈×－ － 100 6
紗綾 4 4 8 － － － － 100 6
綸子 10 10 10 1 － － － 100 8
注：1748（寛延元）年「呉服類名物目録」











嘉永 5（1852）年当時の西陣では、1,056 軒の高機織屋が 1,625 台の織機を有していた。
一軒当たり平均はわずかに 1.5 台である。『西陣天狗筆記』には、大きな織屋でもせいぜい












































































































                                                   
120貫秀高、前掲書、p287 
121本稿では、供給面における変容過程を中心に考察しているので、需要面の考察は十分でな


































保 13（1728）年にわずか 5、6 軒の機屋しかなかった加悦村が約 50 年後の安永 4（1775）




その他、丹後の縮緬の導入から 10 年後の享保 15（1730 年）年、西陣は大火で織機を大量
に焼失したため、品不足となり、丹後縮緬の需要が急増したことも影響している。 
丹後縮緬機業の成長は、加悦・後野両村に関して、早くも宝暦頃に「御城下同様の在町






















伝来した。その伝播過程は次の 3 段階に分けられる。 




















                                                   
129地方史研究協議会編『日本産業史大系 6 近畿地方篇』東京大学出版会、1960 年、p72 
130本庄栄治郎『近世社会経済叢書』（第 8 巻）、改造社、1926 所収  
131群馬県史編纂委員会『群馬県史・資料編 15―近世７（東毛地域１）』群馬県、1988 年、p173  
132「桐生市立替并織物之記」（群馬県史編纂委員会『群馬県史・資料編 15』）1988 年  































上述のように、天文年間に大舎人座中 31 軒で出発した西陣は、元禄期頃には 160 余町、
5,232 軒に達し、「西陣焼け」直前の享保 15(1730）年には 7,000 台の織機を有する機業地
                                                   




136群馬県史編纂委員会『群馬県史・通史編 5―近世 2（産業・交通）』群馬県、1991 年、p286  
137群馬県史編纂委員会『群馬県史・資料編 15―近世７（東毛地域１）』群馬県、1988 年、p193  






















まず、寛保 4（1744）年 3 月 5 日、大舎人座 31 名が連署して、奉行所に田舎絹の京都移
入禁止を要求した。しかし、田舎絹の発展を押しとどめることは不可能だと悟った奉行所










                                                   
139地方史研究協議会編『日本産業史大系 6 近畿地方篇』東京大学出版会、1960 年、ｐ37 













制限を契機として国内産の生糸が増大し始める 17 世紀末から 18 世紀はじめにかけての時
期である。元禄 2（1689）年には 9 軒に過ぎなかった和糸問屋の数は、享保 16（1731）年













一方、桐生新町の戸数や人口の推移をみると、文化 3（1806）年に戸数 611 戸、人口 2,706
人であった桐生新町の戸口はその後増大傾向をたどり、ピークの天保 2（1831）年には 958
戸、4,107 人に達した147。また、戸口の増加が借屋層の増大によってもたらされている点、





143地方史研究協議会編『日本産業史大系 6 近畿地方篇』東京大学出版会、1960 年、ｐ42 
144賀川隆行「近世後期の京都和糸問屋の経営」『三井文庫論叢』第 10 号、1976 年  
145桐生を中心とする東上州では次第に養蚕・製糸・織物業を中心に分業が形成され、赤城山
東南麓を中心に製糸業地帯、利根・吾妻両郡にまたがる養蚕地帯と桐生新町を中心する絹織
物地帯に形成された。（『群馬県史・通史編 5―近世 2（産業・交通）』）  
146田付茉莉子「明治初年,桐生新町における諸階層の存在形態」佐々木潤之介『村方騒動と世
直し』上巻、青木書店、1972 年、pp353-357 









今泉村 61.0％、村松村 35.5％、本宿村 26.8％に及んでいる148。  
また、桐生近郊の農村である下広沢村の場合を見ると、明治 6（1873）年において、織
物は全生産額の 8 割を占め、農業生産は相対的に低い地位に下がっており、しかも、米・





















           




巻 4 号、1962 年、p27 
150鷲崎俊太郎「近世末期絹織物業中心地の人口移動分析―武州多摩郡八王子横山宿におけるケ















となったのである。寛永頃には 9 軒といわれた京都和糸問屋は、享保 19(1734)年には 34
軒となった。正徳 6（1716）年に問屋仲間から差し出した書類によると、その前年の 6 月
から 12 月までの 7 カ月間に、近江・関東・越前・奥州糸が、総額銀 8,150 貫余登されたと
いう。また、三井大元方が、享保 17(1732)年に傘下の糸絹問屋日野屋吉右衛門に支持を与
えた中で、1 年間の商高は銀 1300 貫の積りとあり、享保 14(1729)年に同じく傘下の糸絹問
屋越後屋喜右衛門に与えた指示書でも、奥州 300 貫、上州 250 貫、濃州 100 貫、飛州 120




た。宝暦 6（1756）年に、京都絹問屋仲間にのぼされた地方絹は、次頁の表 21 に見られる















 三井越後屋の場合を見ると、享保期には染物屋が 63 軒、練物屋が 11 軒、張物屋が 23
軒、その他の職人が 35 軒、さらに加工工程を全て請負って職人と連絡をとる悉皆屋が 8














ら織りだされていた。宝暦 9(1759)年の史料には、上州・武州の 21 ヶ所の市で絹や糸が売





表 21 地方絹京都入荷表 
                 宝暦 6(1756)年 
品目 数量 単価 銀単価 比率 
疋  匁  貫 匁  ％  
関東絹 181,890 38 6,911.820  37.7  
加賀絹 70,138 47 3,296.486  18.0  
丹後縮緬 47,492 64 3,039.488  16.6  
上州紗綾 31,352 72 2,257.380  12.3  
郡内絹 15,211 55 836.605  4.6  
紬類 15,496 50 774.800  4.2  
越前絹 21,810 34 741.540  4.1  











（1736 ）年から天明元（1781）年までの関東絹仕入高は 2,550 疋から 30,200 疋までに増








































 18 世紀半ばには関東絹・加賀絹の下位にあった丹後縮緬は 19 世紀前期にかけて急激に






















































































































































京都 近江 加賀 武州 上野 岩代 相模 甲斐 美濃 下総 飛騨 信濃
錦綾諸織物 羽二重 太織絹 川越絹 縮緬 福島竜紋 八王子絹 紬 縮緬 結城紬 紬 紬







出所：三瓶孝子『日本機業史』雄山閣、昭和 36 年、p206 























変化に現れている。桐生新町奉公人数は宝暦 7 年には男性 331 人、女性 119 人であったが、











































                                                   
157 博多織は一説に嘉禎元年 4 月、博多の商人満田弥三右衛門が東福寺の僧弁園に従って入宋
























































































表 24 近世における蚕糸絹織物業の生産構造および分業関係の形態 





























































































                                                   

















(2) 専業化と市鎮の発展  
明清期の江南地域は大小不一の城（都市）鎮が多く存在していた。行政区分によれば、
省級都市、府・州・県級都市と郷鎮がある。面積の規模からは周長 4、50 里の大都市から、








して、蘇・松・常・杭・嘉・湖 6 府）の市鎮の数は明代には 316 であったが、清代には 459
に及んだ165。6 府に属する県の数は 53 県であることから、平均各県に 8～9 市鎮が分布し
ていることになる。地理的に見れば、各市鎮の間の距離は近く、おおよそ鎮と鎮の間 12～



















































図 7 明代における蚕糸業中心区域  
 






南潯の生糸交易額は白銀 500 万両であり、19 世紀中以降は、南潯、震沢一帯の湖糸輸出貿
易の全盛期であり、最高輸出量は 10 万担前後であった。  
 









り、「 輯里大経」をつくるようになった。」  
以上の考察から蚕糸業の生産及び流通市場の中心は時代が進むにつれ、菱湖、雙林から
北に移行し、南潯、震沢に地位を譲った。清代康熙年間中期以降、蚕糸品の海外貿易にお


















































・東は運河に沿って震沢鎮に至り、行程 9 里である。震沢鎮より平望鎮に至り、行程 41
里である。 
・西は運河に沿って、東遷鎮に至り、行程 12 里である。東遷より旧館・晟舎を経て、
湖州に至り、行程 60 里である。南は丁家橋に至り、行程 5 里である。丁家橋より鳥
鎮に至り、行程 25 里である。  
・北は太湖口に至り、行程 18 里である。太湖口より東洞庭山に至り、行程 36 里である。・・ 
・東南は陶墩村に至り、行程 3 里である。陶墩村より厳墓市を経て、新塍鎮に至り、行
程 50 里である。新塍鎮より嘉興に至り、行程 27 里である。  
・東北は平望鎮、八斥市を経て、呉江県に至り、行程 100 里である。呉江より、蘇州に
至り行程 45 里である。西南へは輯里村に至り、行程 7 里である。輯里より馬要鎮に
至り、行程 11 里であり、馬要より雙林鎮に至り、行程 18 里である。馬要より新市鎮
に至り、行程 54 里である。新市より塘棲鎮に至り、行程 54 里である。塘棲より杭州
に至り、行程 54 里である。170 
そのほか、南潯鎮と四郷の交通は次のようであった。鎮と村との間を往復する木製航船
                                                   
167咸豊『南潯鎮志』巻 21（農桑・蚕事総論） 













































































毎当新糸告成 商賈輻輳、而蘇杭両織造皆至此収焉。… … 小満後新糸市最盛、衢路
擁塞。 
                                                   








・新安会館―南柵の寓園の近辺にあって、道光 11 年に建てられた。 
・金陵会館―南柵の広勝橋の東北にあり、光緒 10 年に建てられた。 
・閩公所―すなわち福建会館である。南柵の陳家墩に建てられた。  

























                                                   
176咸豊『南潯鎮志』巻 24（物産）。  
177民国『南潯志』巻 2（公署）。  
178乾隆『鳥程県志』巻 11（郷鎮）。 


































                                                   
180徐献忠『呉興掌故集』巻 13（物産・農桑）。  
181樊樹志「明清江南市鎮の実態分析－－湖州府を中心として」p16 
182同上  
183民国『烏青鎮志』巻 21（工商）。  





































                                                   
186『烏青文献』巻 3（農桑）。  
187同上  


















比往年較少。桑葉甚賤。蚕繭有七八分収成。（『雍正硃批諭旨』40 冊、李衛、雍正 5 年 4
























































































































































緑陰が地を覆い、 桑園のなかでは見上げても空が見えない、 こうした桑園の 1 畝からは、 





























方向は S 撚と Z 撚に分けられる。つまり、左撚と右撚である。数本の S 撚糸を併せて Z 撚

























                                                   
190 光緒『烏程県志』巻 29「物産」  
191 同治『南潯鎮志』巻 22 
90 
 

































                                                   
192篠原昭(1978)「製糸機械の歴史―明治初期までの発展過程―」Journal of the Faculty of 


















































                                                   
193田中正俊「中国における地方都市の手工業―江南の製糸・絹織物業を中心に―」『田中正  















激増がその背景にあった。『明神宗実録』巻 139 によれば、文武官員が 12 万人余、吏が 5
万 5 千人、宗室 5 万人余で、内監（宮中に奉仕する官吏）の数も多く、嘉、万年間では 3、
5 年ごとに宦官を数千人増選していたことが記されている。このような需要の増加を補う
ために、織染局に増織を命じ、その増織数は 1460 年の 7,000 匹から、1506 年に 17,000 匹、












































期-咸豊期）の官営織造局の発展過程を現すと表 25 のようになる。 
 
上用（匹） ％ 官用（匹） ％ 部派（匹） ％
蘇州 801 20.62 1,535 39.5 1,549 39.87
南京 1,292 25.35 2,324 45.61 1,480 29.04
※杭州 361 7.75 2,541 54.24 1,781 38.01
蘇州 414 15.46 993 34.93 1,436 50.51
南京 521 17.21 1,081 35.71 1,425 47.08
※杭州 240 7.51 1,507 47.14 1,450 45.35
蘇州 114 7.06 493 30.55 1,007 62.39
南京 166 11.32 388 26.45 913 62.23
※杭州 651 15.48 1,977 46.99 1,579 37.53
蘇州 255 9.37 951 36.3 1,414 53.97












表 25 によれば、｢蘇州織造局｣では第 1 期から第 3 期にかけて「上用」、「官用」、「部派」





















（附図 3 を参照） 
平紋 斜紋 緞紋 絞経 起絨
絹類 素綾 素緞 紗羅 素絨
綺（綾） 暗花綾 暗花緞 暗花紗羅
「提花」（無） 条各図案、暈間、絣など
「提花」（有） 色織綺 色織綾 閃緞 熟線羅
非通梭
通梭 花絹 花綾 花緞 花紗花羅
非通梭 粧花絹 粧花綾 粧花緞 粧花紗羅
暗　型 平紋錦 紗紋錦
双層型 双層錦


































色彩 色絹 緋綾 元緞 二色綺など
絵柄 孔雀羅 灯籠錦 杯文綺 鹿胎など
織造工芸 緙絲 交梭 楼機綾 織金錦 粧花緞 織成など
用途 衫緞綾 半臂錦 裙緞 袍料紗 補羅など
構成 単絲羅 三梭羅 五絲 八絲など



































太皇太后三潤色闊満装袍 1枚 計5着 長さ4.4尺×幅2.2尺 五爪纏身龍二尊、膝龍四尊。 単格棱 190日
三潤色闊満装袖口 1対 単格棱 8日











三潤色闊満装元旦袍 1枚 計5着 長さ4.4尺×幅2.8尺 前後五爪大龍二尊、膝龍四尊。 単格棱 97日
三潤色闊満装灯景袍 1枚 計5着 長さ4.4尺×幅2.8尺 灯景花様 単格棱 97日














三潤色闊満装秋季袍 1枚 計5着 長さ4.4尺×幅2.8尺 春季袍花様同。 単格棱 97日
三潤色闊満装中秋袍 1枚 計5着 長さ4.4尺×幅2.8尺 月殿兔一座、前後両肩共四団。 単格棱 103日
三潤色闊満装重陽袍 1枚 計5着 長さ4.4尺×幅2.8尺 簪花地菊花様。 単格棱 105日
三潤色闊満装冬季袍 1枚 計5着 長さ4.4尺×幅2.8尺 春季袍花様同。 単格棱 97日














































600 台、蘇州織造局 663 台、杭州織造局 600 台であり、機匠人数は、それぞれ 1,932 名、
























年において、南京織造局の生産目標は上用花素緞 400 匹、素絹 400 匹のみで、杭州織造局






























































                                                   
211『蘇州織造局志』巻 4（機張）。 

























                                                   
213亦有紡経者。紡経以己糸為之，售於牙行，謂之郷経。取糸於行，代紡而受其値，謂之料経。 
































                                                   
214金陵（南京）織緞之糸，有経緯之別。在昔，経用震沢・南潯，緯用湖州・新市。（光緒 
続纂『江寧府志』巻 15(拾補、雑記)）  
215資金を携、旅商として全国の各都市間に商品を運搬、売買する商人資本集団を指す。  
216朱英「中国行会史研究的幾個問題」『江西社会科学』2005 年、p41。  





































                                                   



































                                                   
220乾嘉間機以三万余計,其后稍稍零落，然犹万七八千。（同治『上江両県志』巻 7〈食貨〉）  
221其人工所為，則機工為天下最。（嘉慶『江寧府志』巻 11〈物産〉）  
222在東城，比戸習織，不啻万家。（乾隆『元和県志』巻 16〈物産〉）  
223城東蚕桑之利甲於隣村，織紡糾絞之声不絶於耳。（朱点『東郊土物詩』）  
224小此木藤四郎『清国織物業視察復命書』農商務省商工局、1899 年。  
225范金民『江南絲綢史研究』P204  


























































































































































地区 機戸数 織機（台） 織工人数 資料出所




盛沢 5,000 8,000 16,000 海関調査報告による。綢のみを対象
杭州 6,000 10,000 28,000 海関の1880年の調査によれば1850年の織機は
12000台であった。
湖州 5,500 8,000 24,000 『湖州旧時機　両業史話』を参照






















































業の最盛期である乾隆期には貿易量は多い年では 2 万匹弱の時もあったが、平均すれば 7
111 
 





































































                                                   
240樊樹志「明清江南市鎮の実態分析－－湖州府を中心として」p23 
241民国『雙林鎮志』巻 16（物産）。  





































                                                   




































                                                   
248田中正俊「中国における地方都市の手工業―江南の製糸・絹織物業を中心に―」『田中  
正俊歴史論集』汲古書院、2004 年、pp136－137 を参考。  
249盛沢、また盛鎮、盛川、盛湖、舜湖と呼ばれる。  
250明初以村名，居民止五六十家。（『盛湖志』巻 3〈風俗・物産〉）  
251居民百家，錦綾為市。（嘉靖『呉江県志』） 
252居民稠广，俱以蚕桑為業，男女勤謹，絡緯機杼之声，通宵彻夜…乃出産錦繍之郷，聚集綾 

































                                                   
253陳忠平「明清時期江南地区市場考察」中国経済史研究、1990 年第 2 期  





















































































































































































                                                   
266賈熟村「太平天国時期の盛沢鎮」『広西師範大学学報（哲学社会科学版）』中国社会科学  

















その特徴を簡単に整理しておくと表 29 のようになる。   
 
  
主要展開地域 技術の特徴 経営形態 流通
比較的優位を
持っていた時期
南京 南京 上用絹織物。「熟貨」が重点 「僉派」経営制度 清初期
蘇州 蘇州 祭祀・賞賜用の絹織物。「熟貨」が重点
～
杭州 杭州 祭祀・賞賜用の絹織物。「生貨」が重点 「買糸招匠」制度
18世紀末
南京 南京 熟貨　（緞が最も有名） 「領織機戸」 　　　　　　　　　　　　　　　　「官」 18世紀末
蘇州 蘇州 熟貨　 「機戸」　　　「帳房」
～













































第四章 幕末開港期の日中生糸輸出貿易  
本稿の冒頭に指摘したように日本の蚕糸業は近世初期ではまだ生産技術が極めて低く、




















しかし、繭の生産高を示す表 31 では、1853 年には産繭高の最高記録が達成されるなど、
蚕病は繭の収穫量に直ちに影響を及ぼさなかったことがわかる。それはこの時期のイタリ
アからの蚕種の導入の成果に他ならないと思われる。しかし、1855 年のイタリア産蚕種に
よる豊作を最後に繭収穫量は 1,000 万㎏前後に落ち込み、1865 年にはわずか 550 万㎏にま
で減退したのである。その後、産繭高が回復されたものの 1866 年を除いて 800～1,100 万
㎏の間を変動するに留まり、蚕病の終息した 1876 年以降にも、1877 年と 1894 年の 2 年間
を除いては生産高が年 1,000 万 kg を下回り、養蚕業が不振に陥る。 
 





















1760-80 6,600 2.5 1863 9,500 5.3 1883 7,660 3.9
1781-88 6,200 3.0 1864 8,500 5.9 1884 6,257 3.8
1789-00 3,500 2.8 1865 5,500 8.0 1885 6,618 3.7
1801-07 4,250 3.2 1866 16,400 6.0 1886 8,262 3.7
1808-12 5,140 3.4 1867 14,100 7.0 1887 8,980 3.7
1813-20 5,200 4.1 1868 10,600 8.0 1888 9,550 3.5
1821－30 6,900 3.4 1869 8,100 7.5 1889 7,410 3.6
1831-40 14,700 3.7 1870 10,100 6.5 1890 7,799 4.1
1841-45 17,500 3.8 1871 10,320 6.2 1891 6,884 3.1
1846-53 24,250 3.8 1872 9,870 7.9 1892 7,680 3.3
1853 26,000 4.5 1873 8,360 6.9 1893 9,987 4.3
1854 21,500 4.7 1874 11,070 5.1 1894 10,584 2.6
1855 19,800 5.0 1875 10,770 4.7 1895 9,301 2.8
1856 7,500 7.6 1876 2,390 5.0 1896 9,319 2.6
1857 7,500 7.6 1877 11,400 4.7 1897 7,760 2.5
1858 11,500 8.0 1878 7,720 4.8 1898 6,893 2.9
1859 11,000 5.3 1879 4,770 5.0 1899 6,993 3.4
1860 11,500 7.2 1880 9,490 4.3 1900 9,180 3.0
1861 8,500 7.3 1881 9,255 4.2 1901 8,451 2.7












ら、1861 年にはアナトリアから、そして 1862－64 年には、ドナウ川沿岸地方やコーカサ
ス、モルダヴィア、シリアなどから蚕種が輸入された。その輸入高も 24,000kgから 30,350kg
へと著増を示した268。1864 年には地中海の全域及びアジアの一部に伝染病が蔓延し、蚕卵














1865年の最低量 550万㎏から翌 66年には一気に 1,640万 kgあまりへと回復したのである。
その後この高い生産高が継続的に維持されることはなかったものの、10 年間ほどは 1,000
万 kg 前後の水準を保ち続けた。日本産蚕種のフランス・イタリアへの供給は 1885 年ごろ
まで続けられ、アジア産蚕種とヨーロッパ産蚕種との交雑も試みられた 270。 
年 蚕種量 年 蚕種量
1864 40 1878 89
1865 300 1880 53
1866 150 1881 34
1867 95 1882 18















年 自国産 日本産 他国産
1872-74 31.6 58.2 10.2
1875-77 68.6 24.8 6.6
1878-80 88.3 7.5 4.2
1881 88.7 6.6 4.7
1882 89.5 6.0 4.5
1883 94.2 1.6 4.2
表33 　フランスの孵化蚕種　(単位%）
出所）井上幸治『秩父事件』藤原書店、1994年、322頁引用  















にかけて機械製糸業の目覚ましい発展が見られた。その原料糸の需要は 1825 年には 100
万 kg をこえ、1853 年の統計は 220 万 kg となり、そのほとんどをフランス国内の蚕糸業が
まかない、部分的にイタリアから輸入した272。また、生糸需要に対応して原料繭の生産は
1820 年代に平均約 700 万㎏、30 年代には約 1,500 万㎏に増加し、50 年代前期には 2,500
万㎏弱まで成長した（前掲表 31 を参照）このように、高い原料自給率を保持していた点が
19 世紀 50 年代までのフランス絹織物業の大きな特徴である。 
また、フランスの絹織物業生産水準も極めて高い。フランス革命以前には、リヨンで生


















                                                   
































                                                   



















生糸貿易におけるフランスとアジアとの関係を 1853-72 年、1872-85 年、1885 年以降の
三期間に分けて見ていこう。 





















そして、シャルトロン商会が極東進出の先頭を切って、1854 年 4 月に代表員を上海に配
置してからフランス絹商人の動きが活発になり始めたが、フランス商人の極東進出は直ち
にフランスとアジアとの間に直接的な貿易関係を発生させることがなかった 279。その原因















つぎに、第 2 期（1872-85 年）である。上に述べたようにフランス対アジアの関係は確
立したのだが、中国産生糸のフランスへの直輸出高がロンドンへの出荷高を上回ったのは、
1874 年後半から 1875 年にかけてようやくのことだった。フランス・極東関係が本格的に









ぶりが目立ち、運河開通後のロンドンの取引高は、それ以前の 1/4 以上減の 5 万梱に減少
し、20 世紀初頭にはわずか 7～8,000 梱にまで陥った。一方、フランス(リヨン)市場は 1850
年頃に極東産生糸の輸入高が 2 万梱以下であったのに対し、1880 年代末には 6 万梱を上回
るようになり、20 世紀初頭には約 10 万梱に達し281、フランス（リヨン）市場は著しい興
隆に向ったのである。 





















中国生糸輸出貿易の動向はおおよそ 4 段階に分けて考察される。 
第 1 段階は 1843-1852 年である。1842 年のアヘン戦争後、中国輸出貿易のトップを占め
ていたのは茶であったが、1843-1852年の 10年間で生糸の輸出が著しい増加を見せていた。
1852 年の生糸輸出量は 24,200 包で、1844 年の 5,087 包を 3 倍余上回り、1852 年の生糸輸




輸出生糸の 20,000 包の内、16,000 包が上海から輸出されていた 283。 










しかし、この輸出増加は継続せず、1856 年 10 月の第 2 次アヘン戦争後、さらに低下し
ていく。それは、言うまでもなく内乱など政治的な問題に起因している。とりわけ、太平
天国の乱は中国生糸の輸出量減退と質的低下をもたらしたのである。 
 そして、第 3 段階は 1864-1871 年である。1864 年の生糸輸出量が 1862 年の 41.79％の
25,075 関担にまで低落したが、1865 年に 41,226.10 関担にまで増加した。それは従来の水
準に及ばず、しばらく伸び悩んでいたが、1869-1871 年の 3 年間で、生糸の輸出は 43,000











 第 4 段階は 1872-1894 年で、伝統的な製糸業が衰退し、それに代わって器械糸の輸出が









械製糸場を設立する者が現れ、98 年には、外商経営の製糸場 4 か所、2,490 釜、中国人経





1859 年 6 月に横浜の港が国際貿易港として歴史に登場した以後、横浜港は日本最大の貿
易港として発展を続けた。横浜港からは生糸・茶・蚕種などが輸出され、中でも生糸の輸


















表 34 からわかるように、1863 年まで発展を続けてきた輸出貿易は、同年後半期から強行
された幕府の生糸貿易抑圧政策により 1864 年には、相当顕著な衰退傾向を示した。 
 
ピクル 千ｋｇ
1860 7,703 462 100 2,594,563 100 337 65.61
1861 5,646 339 73 1,831,935 71 324 68.28
1862 15,672 940 203 5,422,372 209 346 86.00
1863 19,609 1,177 251 8,824,050 336 450 83.60
1864 10,061 603 131 6,162,240 238 612 68.49
1865 16,235 974 211 14,611,500 563 900 83.65
1866 9,381 563 122 7,035,750 271 750 -

























の生糸が藩の機構を通じて輸出された。しかし、1863 年 9 月に朝廷が幕府に対し「横浜鎖
港」を命じ、幕府は貿易を停止させるべく一気に動き始めたことによって、生糸貿易は著
しく衰退することになった。特に従来から貿易統制を望んでいた江戸町奉行所の動きは早
く、9 月 24 日には江戸糸問屋に対し、「五品江戸廻送令」の励行を命じ、糸問屋が買い取




輸出量は、それ以前の約 6 割を満たすにすぎなかった。 
こうした貿易統制は、生糸の輸出を求める諸外国から強い反対を受けた。各国代表はこ
                                                   















































合計 アメリカ フランス イギリス アメリカ フランス イギリス その他
1860- 61 535 - - 96 - - 18.0 82.0
61- 62 572 - - 151 - - 26.3 73.7
62- 63 1,243 7 - 329 0.6 - 26.5 72.9
63- 64 765 3 - 489 0.3 - 63.9 35.8
64- 65 790 10 203 470 1.2 25.7 59.5 13.5
65- 66 553 3 189 348 0.5 34.2 62.9 2.4
66- 67 641 6 220 411 0.9 34.4 64.0 0.7
67- 68 581 26 296 260 4.4 50.9 44.7 0.0
721 4 232 340 0.5 32.2 47.2 20.1
587 45 240 234 7.6 40.9 39.8 11.7
709 3 383 256 0.4 54.0 36.1 9.5
1,119 21 510 489 1.8 45.6 43.7 8.9
1,106 74 508 460 6.7 46.0 41.6 5.7
987 172 539 241 17.4 54.6 24.4 3.6
931 278 395 248 29.9 42.4 26.6 1.1
877 330 385 151 37.6 43.9 17.2 1.3
1,081 261 611 205 24.1 56.5 18.9 0.5
1,730 603 844 260 34.8 48.8 15.0 1.4
1,873 622 959 284 33.2 51.2 15.2 0.4
1,259 636 565 56 50.5 44.9 4.4 0.2
1,474 793 629 37 53.8 42.7 2.5 1.0
1,581 853 651 67 53.9 41.2 4.2 0.7
1,862 1,040 653 93 55.8 35.1 5.0 4.1
2,807 1,419 1,101 218 50.5 39.2 7.8 2.5
2,476 1,363 1,022 33 55.0 41.3 1.3 2.4
1,266 836 405 6 66.0 32.0 0.5 1.5
3,486 2,009 1,231 19 57.6 35.3 0.5 6.6
2,779 1,586 720 27 57.1 25.9 1.0 16.0
4,345 3,243 676 0 74.6 15.6 0.0 9.8
8,908 6,251 1,482 20 70.2 16.6 0.2 13.0
10,688 8,918 1,447 58 83.4 13.5 0.5 2.6





































                                                   
292 アメリカ絹織業では力織機による大規模生産が行われ、より大衆的な製品を生産していた。
そのため、繊度が 14 中・15 中の太筋糸の需要が大きかった。（石井寛治・原朗・武田晴人『日










 まず、生糸生産量を示めした表 36 を見てみると、1871－75 年平均 7,749 千 kg から 1891
－95 年平均 9,834 千 kg に増加したことがわかる。しかし、それが全体に占める割合は






生産量 ％ 生産量 ％ 生産量 ％ 生産量 ％
1871-1875 12,757 658 5.16 3,171 24.86 7,749 60.74 1,180 9.25
1876-1880 12,383 510 4.12 1,922 15.52 8,465 68.36 1,486 12.00
1881-1885 13,025 631 4.84 2,766 21.24 7,760 59.58 1,868 14.34
1886-1890 15,586 692 4.44 3,427 21.99 8,349 53.57 3,118 20.00
1891-1895 19,357 747 3.86 3,686 19.04 9,834 50.81 5,089 26.29
1896-1900 22,682 650 2.87 4,865 21.45 10,701 47.18 6,466 28.51
1901-1905 24,658 591 2.40 5,262 21.34 11,482 46.57 7,322 29.70
1906 24,401 605 2.48 4,745 19.45 10,837 44.41 8,214 33.66
1907 26,135 662 2.53 4,820 18.44 11,455 43.83 9,198 35.20
1908 25,965 656 2.53 4,486 17.28 10,655 41.04 10,168 39.16
1909 29,030 674 2.32 4,251 14.64 13,222 45.55 10,883 37.49
1910 30,169 318 1.05 3,947 13.08 14,000 46.41 11,904 39.46
1911 30,336 402 1.33 3,490 11.50 13,640 44.96 12,804 42.21
1912 33,611 505 1.50 4,105 12.21 15,333 45.62 13,668 40.67
1913 32,927 350 1.06 3,540 10.75 15,009 45.58 14,028 42.60
1914 30,078 405 1.35 4,060 13.50 11,530 38.33 14,084 46.82












年 中国 日本 年 中国 日本
1877 3,374 1,026 1886 3,869 1,590
1878 3,789 1,315 1887 4,002 1,873
1879 4,562 974 1888 3,819 2,797
1880 4,686 870 1889 4,496 2,457
1881 3,629 1,079 1890 3,625 1,256
1882 3,631 1,723 1891 5,098 3,191
1883 3,549 1,864 1892 5,086 3,232
1884 3,672 1,249 1893 4,824 2,211
1885 3,009 1,462 1894 4,992 3,264






また両国の輸出量からも同じ傾向が見られる（表 37 参考）。例えば、1877 年の日本生糸
の輸出量が 1,026 千 kg で、中国の輸出量 3,374 千 kg の 30％であった。輸出価額が 480 万
ドルで、中国の 2,537 万ドルのたった 19％であった。しかし、1903 年には日本の生糸輸出
量は中国に追いつき、また輸出額は中国の 124％にまで達した。更にその後、日本の生糸
輸出量と輸出額は中国を大きく上回り、1913 年には日本生糸の輸出量は 7,260 千 kg で、





さらに、19 世紀 80 年代以来、アメリカの絹織物工業の急速な発展によって、世界生糸
市場及び絹織業の中心はフランスから徐々にアメリカに移行したのである。表 38 からわか
るように、20 世紀初めまでにアメリカ生糸消費量はフランスを約 2 倍上回った。1910 年フ
ランス生糸消費量は 1874 年の 8,293 千 kg から 4,734 千 kg まで落ち込み、一方アメリカは







消費量 ％ 消費量 ％ 消費量 ％ 消費量 ％
1874 14,300 526 3.68 8,293 57.99 3,931 27.49 1,550 10.84
1907-1910平
均
24,064 8,596 35.72 4,500 18.70 6,388 26.54 4,581 19.04
1910 25,231 10,164 40.28 4,734 18.76 7,336 29.08 2,997 11.88
1911 25,811 9,464 36.67 4,388 17.00 7,828 30.33 4,131 16.01
1912 27,685 11,260 40.67 4,982 18.00 7,962 28.76 3,481 12.57
1913 27,148 13,091 48.22 4,374 16.11 7,791 28.70 1,892 6.97
1914 24,170 11,652 48.21 2,486 10.29 6,237 25.80 3,795 15.70




表38    世界主要生糸消費国暦年生糸消費量比較表(1874-1915）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千ｋｇ
























































ドンまでの運賃生糸 1 トンにつき 6 ポンド、その他の諸経費を加えても、なお外国商人の
手中に莫大な利益を残すことができた。このような好条件の重なり合いの中で、ヨーロッ
パ市場における日本生糸の需要はいよいよ進み、これに応じて横浜の外国商人は日本の特




1896 1897 1898 1899 1900 1901 1902 1903
フランス 38 42 44 57 42 44 48 49
イタリア 38 41 43 56 42 43 48 49
日本 35 40 42 55 38 41 47 43


































表 4 1   日 本 糸 価 格 と 他 の 国 の 生
糸 価 格 と の 相 対 比 （ ％ ）
出 所 ： 高 橋 経 済 研 究 所 『 日 本 蚕 糸 業
発 達 史 』 上 巻 、 3 4 4 - 3 4 5 頁
年
日 本 糸 　 ／
イ タ リ ア 糸









































1877 3,374 17,258 5.11 1,026 9,627 9.38
1881 3,629 19,615 5.41 1,079 10,647 9.87
1882 3,631 17,004 4.68 1,723 16,232 9.42
1886 3,869 17,921 4.63 1,590 17,321 10.89
1888 3,819 18,709 4.90 2,797 25,917 9.26
1890 3,625 18,593 5.13 1,256 13,859 11.03
1892 5,086 25,844 5.08 3,233 36,270 11.22
































500m、重さ 0.05g を 1 デニールとすることに決めた。（奥村正二『小判・生糸・和鉄』岩波書店、1973 年 7
月、p74） 
































                                                   














れるという。            
 
 さらに、地理的蚕品種の対比の特徴を表 43 にまとめると以下のようになる。  
日本種 中国種 欧州種 熱帯種
1，2化性 1，2化性 1化性 多化性
斑紋 形蚕、カスリ 姫蚕 形蚕 姫蚕
体型 やや長い やや短い 大きい 細くて小さい
発育 やや遅い 比較的早い 遅い 早い
味覚鈍感 高温に強い 高温に弱い 高温に強い
病原にやや感受性 病原に抵抗性 病原に感受性 病原に抵抗性
形 俵型 楕円形 長楕円形 紡錘形、綿状
色 白、藁色 白、黄色 白、肉色 黄、緑、白
糸量 やや多い 少なめ 多め 極めて少ない
繊度 やや太い 細いもの多い 太いもの多い 細い
糸長 短いもの多い 長いもの多い 長いもの多い 極めて短い





































 小らいの数に関しては、昭和 5 年の調査によると、上海のグランド・ダブル・エキスト
ラの小らい数が 50 であったのに対して、広東の旧式ダブル・エキストラのそれは 2,393.5
あった。308別の調査では華中糸である支那器械糸（飛切）が 112、日本器械糸が 146、華南
糸の広東器械糸(飛切)が 890 であり、多化性のベンガル座繰糸は 357 であった309。 
 1914 年のニューヨーク市場の平均価格は、イタリア飛切上が 4.18 ドル、上海蒸気器械
良一番が 4.12 ドル、日本信州上一番が 3.66 ドル、広東器械飛切上 A が 3.18 ドルであり、
同年のパリ市場における生糸価格も、支那（上海）器械糸、日本器械糸、広東器械糸の順















イタリア糸の価格を 100 とした場合、上海糸 97.2、日本糸 91.3、広東糸 78.7、ベンガル































 ところで、生糸の欠点は、①品質 ②製造に影響するコスト、 ③用途の範囲の限定の
                                                   











































一時間中に生じた生糸の切断数は、イタリア糸が平均 1.38 回、上海糸が 1.95 回、日本糸
が 3.03 回、広東糸が 5.8 回、カシミール糸が 6.08 回であった。平均切断数は 2 回以内が
揚返良好と見なされ、3 回以内が中等で、それ以上が劣等と認識された。また枠の回転速
度は、それぞれ 65 回、60 回、56 回、34 回、34 回であった。つまり広東糸とカシミール糸
は同一時間においてイタリア糸の半分ほどしか揚返ができなかった。 


































第 1 章から第 4 章までの要旨をまとめておこう。 
第 1 章と第 2 章では、生産技術の発展を中心に近世日本における蚕糸絹織物業の発展を
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